
令和５年度石川県保険者協議会

（第３回）

次  第

協議事項

（１）令和５年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（精算案）

について                  （資料１） 

（２）令和６年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）について 

（資料２） 

（３）令和６年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（案）に

ついて （資料３） 

（４）令和６年度作業部会への付託事項（案）について

（資料４） 

（５）その他



任期　令和5年4月1日～令和7年3月31日
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支 部 長 赤 澤 信 秀

全 国 健 康 保 険 協 会
石 川 支 部

企 画 総 務 部 長 井 上 智恵美

全 国 健 康 保 険 協 会
石 川 支 部

企 画 総 務 グ ル ー プ 長 長谷川 一 予

石 川 県 市 町 村 職 員
共 済 組 合

福 祉 課 長 新 谷 喜 弘

金 沢 市
福 祉 健 康 局

医 療 保 険 課 長 宮 崎 英 弘

小 松 市
行 政 管 理 部

医 療 保 険 課 長 米 津 貴 之

内 灘 町
町 民 福 祉 部

町 民 福 祉 部 長
兼 保 険 年 金 課 長

助 田 有 二

能 登 町 健 康 福 祉 課 長 西 谷 幸 一

石 川 県 医 師
国 民 健 康 保 険 組 合

事 務 長 南 善 史

石 川 県 後 期 高 齢 者
医 療 広 域 連 合

事 務 局 長 小 﨑 隆 司

石 川 県
健 康 福 祉 部

健 康 福 祉 部 次 長
兼 健 康 推 進 課 長

木 村 慎 吾

石 川 県
健 康 福 祉 部

医 療 対 策 課 長 表 賢 二

石川県国民健康保険
団 体 連 合 会

常 務 理 事 大 畠 秀 信

全 国 健 康 保 険 協 会

石 川 県 保 険 者 協 議 会 委 員 名 簿

氏　　　　名区　　　　　　分

健康保険組合連合会
支 部 等

国 民 健 康 保 険
団 体 連 合 会

共 済 組 合 保 険

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者
医 療 広 域 連 合

石 川 県



石川県保険者協議会設置運営規程 

（目的） 

第１条 石川県保険者協議会（以下「協議会」という。）は、石川県内の保険者

（高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第８０号）第７条第２

項に規定する保険者及び都道府県後期高齢者医療広域連合をいう。以下同じ。）

の加入者に係る健康づくりの推進に当たり、保険者間の問題意識の共有や、

それに基づく取組の推進等を図るとともに、石川県医療費適正化計画の策定

または変更、同計画の実施についての石川県への協力、石川県医療計画の策

定または変更に当たっての意見提出等を行うことを目的とする。 

 （事業） 

第２条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項について協議を行う

ものとする。 

（１） 特定健康診査等の実施、高齢者医療制度の運営等に関する保険者その他

の関係者間の連絡調整

（２） 保険者に対する必要な助言または援助

（３） 医療に要する費用等に関する情報についての調査及び分析

（４） 医療費適正化計画の策定及び変更に関し、保険者協議会において行った

調査及び分析の結果等に基づく意見提出

（５） 医療費適正化計画の実施についての石川県への協力

（６） 医療計画の策定変更に関し、保険者協議会において行った調査及び分析

の結果等に基づく意見提出

 （構成） 

第３条 協議会は、石川県内の次の区分からの推薦による委員をもって構成す

る。 

（１） 石川県を代表する者 ２名 

（２） 健康保険組合連合会支部等を代表する者 ３名 

（３） 全国健康保険協会石川支部を代表する者 ３名 

（４） 国民健康保険の保険者たる市町及び石川

県医師国民健康保険組合を代表する者  ５名 

（５） 国民健康保険団体連合会を代表する者 １名 

（６） 共済組合支部を代表する者 １名 

（７） 後期高齢者医療広域連合を代表する者 １名 

２ 協議会は、医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会及び栄養士会を代表

する者、学識経験者並びに企業及び大学等の関係者等の参画及び助言を求め

ることができる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合は、第３条に掲げている区分の組織が推薦書を提

出し、推薦された委員が従前の職務を行い、任期は前任者の残任期間とする。 
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（運営） 

第５条 協議会には、会長１名、副会長２名及び監事１名を置くこととし、委

員の中から互選する。 

２ 会長は協議会を代表し、会務を総括する。 

３ 会長に事故あるときは、副会長がその職務を代理する。 

４ 監事は会計監査及び業務執行状況を監査し、定期的に監査報告を行う。 

５ 会長、副会長、監事が任期途中で退職又は辞任した場合は、互選に関わら

ず後任者が従前の職務を行うものとする。また、任期が満了した場合は、後

任者が就任するまでは、任期が満了したと同時に退職した者以外については、

前任者が従前の職務を行うものとする。退職者の職務については、会長又は

副会長がその職務を行うものとする。 

 

（会議） 

第６条 協議会は、必要に応じて会長が召集し、会長が座長となる。 

 

（作業部会の設置） 

第７条 協議会には、第２条の具体的実施の検討を行うため、作業部会を設置

する。 

２ 作業部会は、協議会から付託された事項について調査審議し、その結果を

協議会に報告する。 

３ 前項の定めるもののほか、作業部会に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 
（議事） 

第８条 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決するこ

とができない。 

２ 協議会の議事は、委員のうち会議に出席したものの過半数で決し、可否同

数のときは、会長の決するところによる。 

 

（費用の負担） 

第９条 第２条に掲げる事業実施に要する費用については、協議会を構成する

関係者が応分に負担する。 

 

（事務局） 

第１０条 協議会の事務は、石川県及び石川県国民健康保険団体連合会が処理

する。 

２ 事務局に関し必要事項は、会長が別に定める。 

 

（その他） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、

会長が別に定める。 

 
附 則 

この規程は、平成１７年６月１３日から施行する。   

附 則 
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この規程は、平成１９年６月１１日から施行し、平成１９年４月１日から適用

する。  

附 則 

この規程は、平成２０年７月７日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２０年１０月３０日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２７年６月１８日から施行し、平成２７年４月１日から

適用する。  

２ 第９条に定める経費については、国から助成を受けられる間については、

当該助成額を控除して得た額とする。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 第９条に定める経費については、国から受ける助成額を控除して得た額と

する。 

附 則 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成３１年１月２９日から施行する。ただし、第３条第１項

の改正規定及び次項の規定は、同年４月１日から適用する。 

２ 石川県保険者協議会設置運営規程の一部を改正する規程（平成２８年２月

２９日決定）の附則の一部を次のように改正する。 

 附則第２項中「助成を受けられる間については、当該」を「受ける」に改

める。 
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石川県保険者協議会作業部会運営要領 

（目的） 

第１条 石川県保険者協議会規程第７条の規定に基づき、石川県保険者協議会作業

部会（以下「作業部会」という）を設置し、石川県保険者協議会（以下｢協議会｣

という。）から付託された事項について調査・審議することにより、協議会の円

滑な運営に寄与することを目的とする。 

（任務） 

第２条 作業部会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について検討を

行う。 

（１）石川県内における医療費の調査、分析、評価に関すること。

（２）各保険者の保健事業の共同実施に関すること。

（３）各保険者の独自保健事業についての調査及び情報交換に関すること。

（４）その他目的達成に必要な事項に関すること。

（構成） 

第３条 作業部会は、石川県内の次の区分からの推薦による委員若干名をもって構

成する。 

（１） 健康保険組合関係者

（２） 全国健康保険協会関係者

（３） 国民健康保険関係者

（４） 共済組合関係者

（５） 後期高齢者医療広域連合関係者

（６） 石川県関係者

２ 作業部会は、必要に応じて関係者の参画及び助言を求めることができる。

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合は、第３条に掲げている区分の組織が推薦書を提出し、

推薦された委員が従前の職務を行い、任期は前任者の残任期間とする。 

（運営） 

第５条 作業部会には、部会長１名、副部会長１名を置くこととし、部会委員の中

から互選する。 

２ 会議は、必要に応じて協議会会長が召集し、部会長がその座長となる。 

３ 部会長に事故あるときは、副部会長がその職務を代理する。 
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４ 部会長、副部会長が任期途中で退職又は辞任した場合は、互選に関わらず後任

者が従前の職務を行うものとする。また、任期が満了した場合は、後任者が就任

するまでは、任期が満了したと同時に退職した者以外については、前任者が従前

の職務を行うものとする。 

（費用の負担） 

第６条 作業部会の運営等に要する経費については、作業部会を構成する関係者が

応分に負担する。 

（事務の処理） 

第７条 作業部会の事務は、石川県及び石川県国民健康保険団体連合会が処理する。 

（その他） 

第８条 この要領に定めるもののほか、作業部会の運営に必要な事項は、協議会会

長が別に定める。 

附  則 

この要領は、平成１７年６月１３日から施行する。 

附  則 

この要領は、平成１９年６月１１日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 

附  則 

この要領は、平成２０年７月７日から施行する。  

附  則 

この要領は、平成２０年１０月３０日から施行する。  

附  則 

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。  

附  則 

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

附  則 

この要領は、平成３１年１月２９日から施行する。 
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（１）令和５年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（精算案） 資料１

　　歳　 入 　　歳　 出

予算現額
収入済額
（見込）

予算現額と収入済額と
の 比 較 予算現額

支出済額
（見込）

不用額 予算現額と支出済額と
の 比 較

円 円 円 円 円 円 円

1 国庫支出金 944,000 944,000 0 １総 務 費 361,000 288,799 72,201 72,201

1 国庫補助金 944,000 944,000 0 １総務管理費 361,000 288,799 72,201 72,201

2 負 担 金 971,000 772,096 △ 198,904 ２事 業 費 1,555,000 1,231,297 323,703 323,703

1 負 担 金 971,000 772,096 △ 198,904 １事 業 費 1,555,000 1,231,297 323,703 323,703

3 繰 越 金 266,000 265,996 △ 4 ３諸 支 出 金 265,000 265,000 0 0

1 繰 越 金 266,000 265,996 △ 4 １諸 支 出 金 265,000 265,000 0 0

4 諸 収 入 2,000 19 △ 1,981 4 予 備 費 2,000 0 2,000 2,000

1 諸 収 入 2,000 19 △ 1,981 １予 備 費 2,000 0 2,000 2,000

2,183,000 1,982,111 △ 200,889 2,183,000 1,785,096 397,904 397,904

○次年度繰越金（見込）について ○負担金（見込）について

収入済額（見込）　　-   　支出済額(見込)  歳出合計（見込）①   -

-　

○次年度国庫返還金（見込）について  総事業経費（見込）   -

-　

歳 入 合 計 歳 出 合 計

　　国庫補助金　　　-    実質の国庫補助金
　　受入済額               　（見込）

=

944,000円  748,000円 = 196,000円

1,982,111円 1,785,096円 = 197,015円 　　1,785,096円 ①   -

= 次年度繰越金（見込） 前年度国庫返還金（見込）②

令和５年度石川県保険者協議会歳入歳出決算書（見込）

款 項 款 項

= 総事業経費（見込）

265,000円 ② = 1,520,096円

実質の国庫補助金（見込） = 負担金（見込）③

次年度国庫返還金（見込） 　　1,520,096円 　   - 748,000円　 =   772,096円

１

2

3

Ａ

Ｂ
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事項別明細書

（歳入）

金　　額

円 円 円 円 円 円

1 国庫支出金 944,000 0 944,000 944,000 944,000

1 国庫補助金 944,000 0 944,000 944,000 944,000

944,000 0 944,000 944,000 944,000

1
高齢者医療制度円
滑運営事業補助金 944,000 944,000 944,000

高齢者医療制度円滑運営事業補助金

2 負 担 金 971,000 0 971,000 772,096 772,096

1 負 担 金 971,000 0 971,000 772,096 772,096

1 負 担 金 971,000 0 971,000 772,096 772,096

1 負 担 金 971,000 772,096 772,096

3 繰 越 金 266,000 0 266,000 265,996 265,996

1 繰 越 金 266,000 0 266,000 265,996 265,996

1 繰 越 金 266,000 0 266,000 265,996 265,996

1 繰 越 金 266,000 265,996 265,996 前年度繰越金

4 諸 収 入 2,000 0 2,000 19 19

1 諸 収 入 2,000 0 2,000 19 19

1 預 金 利 子 1,000 0 1,000 19 19

1 預 金 利 子 1,000 19 19 歳計現金預金利子

2 雑 入 1,000 0 1,000 0 0

1 雑 入 1,000 0 0

2,183,000 0 2,183,000 1,982,111 1,982,111

款 項 目

予　　　　算　　　　現　　　　額

調定額
（見込）

備　　　考
当初予算額 補正予算額 計

節

区　　分

収入済額
（見込）

1 高齢者医療
制度円滑運
営事業補助
金

保険者等負担金
 健康保険組合                  31,318円
 全国健康保険協会             361,110円
 共済組合                　　  52,923円
 国民健康保険　               172,559円
 石川県後期高齢者医療広域連合 154,186円

歳　　入　　合　　計
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（歳出）

金　　額
円 円 円 円 円 円

1 総 務 費 361,000 0 361,000 288,799 72,201

1 総 務 管 理 費 361,000 0 361,000 288,799 72,201

1 一 般 管 理 費 361,000 0 361,000 288,799 72,201

保険者協議会 194,103
作業部会 61,620

消耗品費 4,245
事務連絡費 7,200
電話料 672
郵便料 3,864
手数料 550
会場使用料等 12,300
コピー使用料 4,245

2 事 業 費 1,555,000 0 1,555,000 1,231,297 323,703

1 事 業 費 1,555,000 0 1,555,000 1,231,297 323,703

1 調 査 研 究 費 1,555,000 0 1,555,000 1,231,297 323,703

データヘルス等推進支援事業 320,423
特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発 40,052
特定健診等の円滑な実施（被用者保険集合契約の締結） 41,593
特定健診・特定保健指導従事者研修会 127,861
データヘルス等推進支援事業 271,500

データヘルス等推進支援事業 149,006

消耗品費 6,460
事務連絡費 15,150
郵便料 252
通信運搬費 23,100
ポスター作成委託料 88,000
ホームページ委託費 71,500
会場使用料等 20,720
コピー使用料 55,680

3 諸 支 出 金 265,000 0 265,000 265,000 0

1 諸 支 出 金 265,000 0 265,000 265,000 0

1 諸 支 出 金 265,000 0 265,000 265,000 0

1 返 還 金 265,000 265,000 0 国庫返還金 265,000

4 予 備 費 2,000 0 2,000 0 2,000

1 予 備 費 2,000 0 2,000 0 2,000

1 予 備 費 2,000 0 2,000 1 予 備 費 2,000 0 2,000

2,183,000 0 2,183,000 1,785,096 397,904

款 項 目
予　　　　算　　　　現　　　　額

支出済額
（見込）

備　　　考
当初予算額 補正予算額 計

節
区　　分

不用額

9 旅 費 12,000 0 12,000

2 人 件 費 256,000 255,723 277

12 役 務 費 6,000 5,086 914

11 需 用 費 21,000 11,445 9,555

2 人 件 費 530,000 529,929 71

14
使 用 料 及 び
賃 借 料

66,000 16,545 49,455

9 旅 費 187,000 149,006 37,994

8 報 償 費 363,000 271,500 91,500

12 役 務 費 50,000 23,352 26,648

11 需 用 費 44,000 21,610 22,390

歳　　出　　合　　計

13 委 託 料 176,000 159,500 16,500

14
使 用 料 及 び
賃 借 料

205,000 76,400 128,600
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（１）令和５年度負担金精算額（見込）

円

円

円

（２）国民健康保険　保険者別負担金精算額（見込）

令和５年度石川県保険者協議会事業費負担金精算額（見込）

①　負担金額（見込） 772,096

②　既納負担金額 1,917,000

③　精算額（見込）

①　負担金額（見込）
－

②　既納負担金額
＝

③　精算額（見込）

772,096 円 1,917,000 円 -1,144,904

-1,144,904

参考：被保険者数（被扶養者含む）※

円 円 円 人

円

医療保険者名 Ａ　令和５年度負担金額（見込） Ｂ　令和５年度既納負担金額
Ｃ　精算額（見込）

Ａ－Ｂ

④　各構成保険者負担金精算額（見込）

全国健康保険協会石川支部 361,110 896,583 -535,473 425,819

健康保険組合連合会石川連合会 31,318 77,758 -46,440 36,930

石川県国民健康保険 172,559 428,437 -255,878 203,480

共済組合保険 52,923 131,401 -78,478 62,407

合　　計 772,096 1,917,000 -1,144,904 910,451

石川県後期高齢者医療広域連合 154,186 382,821 -228,635 181,815

※　被保険者数（被扶養者含む）は令和４年１１月末現在の人数である。

保険者名 Ａ　令和５年度負担金額（見込） Ｂ　令和５年度既納負担金額
Ｃ　精算額（見込）

Ａ－Ｂ
参考：被保険者数（被扶養者含

む）※

円 円 円 人

小松市 14,848 36,866 -22,018 17,509

金沢市 67,225 166,909 -99,684 79,271

加賀市 10,822 26,869 -16,047 12,761

七尾市 8,574 21,287 -12,713 10,110

珠洲市 2,634 6,540 -3,906 3,106

輪島市 5,408 13,427 -8,019 6,377

かほく市 4,909 12,189 -7,280 5,789

羽咋市 3,444 8,551 -5,107 4,061

能美市 7,039 17,476 -10,437 8,300

白山市 16,299 40,469 -24,170 19,220

川北町 720 1,788 -1,068 849

野々市市 6,824 16,943 -10,119 8,047

内灘町 3,890 9,658 -5,768 4,587

津幡町 5,136 12,751 -7,615 6,056

宝達志水町 2,071 5,142 -3,071 2,442

志賀町 3,454 8,576 -5,122 4,073

穴水町 1,448 3,596 -2,148 1,708

中能登町 2,727 6,771 -4,044 3,216

医師国保 1,928 4,786 -2,858 2,273

能登町 3,159 7,843 -4,684 3,725

合計 172,559 428,437 -255,878 203,480

※　被保険者数（被扶養者含む）は令和４年１１月末現在の人数である。

4



（３）総経費（見込）

円 1 円 円 円
（内　訳）

円
円
円
円
円

2 円 円 円
（内　訳）

円
円
円
円

円 円

円 1 円 円 円

円
（内　訳）

円
円
円
円
円
円
円

円
（内　訳）

円
円
円
円

2 円 円 円
（内　訳）

円
円
円

3 円 円 円
（内　訳）

円
円

4 円 円 円
（内　訳）

円

円 円
円 円 円

円 円

※国庫補助率：事務連絡費を除いた額の１／２

款 金額 内訳 国庫補助金
国庫補助金を除い

た負担金額

109,831

人件費 194,103
消耗品費 3,120

①総務費 288,799 保険者協議会の開催 212,461 102,630

事務連絡費 7,200
役務費 4,918
使用料及び賃借料 3,120

作業部会の開催 76,338 38,169 38,169

役務費 168
使用料及び賃借料 13,425

140,799

人件費 61,620
消耗品費 1,125

小　計　　

①データヘルス計画学習会 634,476

人件費 255,722
報償費 180,000

148,000

②事業費 1,231,297 データヘルス等推進事業 843,041 413,945 429,096

役務費 4,018
使用料及び賃借料 76,400

②生活習慣病重症化予防推進事業 208,565

旅費 96,726
消耗品費 6,460
事務連絡費 15,150

特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発 147,302

人件費 64,701
報償費 91,500
旅費 52,280
役務費 84

特定健診等の円滑な実施（被用者保険集合契約の締 113,093 56,546 56,547

73,651 73,651

人件費 40,052
ポスター作成委託料 88,000
役務費 19,250

特定健診・特定保健指導従事者研修会 127,861

人件費 41,593
ホームページ管理委託料 71,500

63,930 63,931

人件費 127,861

748,000 772,096

608,072 623,225
合　計 1,520,096 748,871 771,225

小　計　　

国庫補助金　千円未満切り捨て
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（２）令和６年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）について 資料２

事　　　　　　　業　　　　　　　名 開 催 月 場 所

１　保険者協議会の開催

　第１回 保険者協議会 令 和 ６ 年 ６ 月 金 沢 市

　（１）令和５年度石川県保険者協議会事業報告及び歳入歳出決算について

　（２）令和６年度石川県保険者協議会事業計画及び歳入歳出予算について

　（３）その他

　第２回 保険者協議会 令和６年１０月 金 沢 市

　（１）令和７年度石川県保険者協議会事業計画（案）及び予算（概算）について

　（２）その他

　第３回 保険者協議会 令 和 ７ 年 １ 月 金 沢 市

　（１）令和６年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（精算案）について

　（２）令和７年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）について

　（３）令和７年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（案）について

　（４）令和７年度作業部会への付託事項（案）について

　（５）その他

２　作業部会の開催 令 和 ６ 年 ４ 月 金 沢 市

　　（１）協議会からの付託事項について

　　（２）その他

３　データヘルス等推進事業

　　（１）データヘルス計画学習会 （２回） 未　　定 金 沢 市

　　（２）生活習慣病重症化予防推進事業（医療保険者への個別指導の実施） 令 和 ６ 年 １ １ 月 県 内

４　特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発

　　　ポスター作成及び掲示 令 和 ６ 年 ５ 月 金 沢 市

５　特定健診等の円滑な実施

　　　被用者保険集合契約の締結 令 和 ６ 年 ４ 月 金 沢 市

６　特定健診・特定保健指導従事者研修会の開催 未　　定 金 沢 市

７　石川県保険者協議会ホームページの更新 随 時 更 新

令和６年度石川県保険者協議会事業計画

1



歳　 　入 歳　 　出

令和6年度
当初予算

（案）

令和5年度
当初予算

増減
令和6年度
当初予算

（案）

令和5年度
当初予算

増減

千円 千円 千円 千円 千円 千円

1 国庫支出金 940 944 △ 4 １ 総務費 361 361 0

1 国庫補助金 940 944 △ 4 １ 総務管理費 361 361 0

2 負担金 976 971 5 ２ 事業費 1,556 1,555 1

1 負担金 976 971 5 １ 事業費 1,556 1,555 1

3 繰越金 197 266 △ 69 ３ 諸支出金 196 265 △ 69

1 繰越金 197 266 △ 69 １ 諸支出金 196 265 △ 69

4 諸収入 2 2 0 ４ 予備費 2 2 0

1 諸収入 2 2 0 １ 予備費 2 2 0

2,115 2,183 △ 68 2,115 2,183 △ 68

令 和 ６ 年 度 石 川 県 保 険 者 協 議 会 歳 入 歳 出 予 算 （ 案 ）

款 項 款 項

歳　　　入　　　合　　　計 歳　　　出　　　合　　　計
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金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1 国庫支出金 940 944 △ 4

1 国庫補助金 940 944 △ 4

1 940 944 △ 4

1 940

保険者協議会運営補助金 940

2 負担金 976 971 5

1 負担金 976 971 5

1 負担金 976 971 5

1 負担金 976 各構成保険者負担金 976

3 繰越金 197 266 △ 69

1 繰越金 197 266 △ 69

1 繰越金 197 266 △ 69

1 繰越金 197 国庫補助金返還金 196

前年度繰越金 1

4 諸収入 2 2 0

1 諸収入 2 2 0

1 預金利子 1 1 0

1 預金利子 1 預金利子 1

2 雑入 1 1 0

1 雑入 1 雑入 1

2,115 2,183 △ 68

高齢者医療制度円滑
運営事業費補助金 高齢者医療制度円滑

運営事業費補助金

歳 入 合 計

令和６年度石川県保険者協議会　歳入歳出予算事項別明細書

［歳　入]

款 項 目
令和6年度
当初予算

（案）

令和5年度
当初予算

比 較
節

説明
区 分
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金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1 総務費 361 361 0

1 総務管理費 361 361 0

1 一般管理費 361 361 0

2 人件費 256 保険者協議会・作業部会 256

9 旅費 12 委員等旅費 12

11 需用費 21 消耗品費、事務連絡費 21

12 役務費 6 電話料、郵便料、手数料 6

14 使用料及び賃借料 66 会場等借料 60

コピー使用料 6

2 事業費 1,556 1,555 1

1 事業費 1,556 1,555 1

1 調査研究費 1,556 1,555 1

2 人件費 532 データヘルス等推進支援事業 321

特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発 41

特定健診等の円滑な実施（被用者保険集合契約の締結） 42

特定健診・特定保健指導従事者研修会 128

8 報償費 364 データヘルス等推進支援事業 272

特定健診・特定保健指導従事者研修会 92

9 旅費 188 データヘルス等推進支援事業 137

特定健診・特定保健指導従事者研修会 51

11 需用費 47 消耗品費、事務連絡費、印刷製本費 47

12 役務費 51 郵便料、通信運搬費 51

13 委託料 169 ポスター作成委託費 97

ホームページ委託費 72

14 使用料及び賃借料 205 会場等借料 120

コピー使用料 70

自動車借上げ 15

3 諸支出金 196 265 △ 69

1 諸支出金 196 265 △ 69

1 返還金 196 265 △ 69

1 返還金 196 国庫補助金返還金 196

4 予備費 2 2 0

1 予備費 2 2 0

1 予備費 2 2 0 1 予備費 2 予備費 2

2,115 2,183 △ 68

比 較
節

説明
区分

歳 出 合 計

令和5年度
当初予算

［歳　出]

款 項 目
令和6年度
当初予算

（案）
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１　令和６年度負担金（案）

２　令和６年度構成保険者別負担金（案）について

（１）構成保険者別負担金（案）算出方法

（２）構成保険者別負担金（案）

３　負担金の精算について

（１）時期 令和６年度事業が終了、且つ、国庫補助金の受入れ・返還が完了次第、精算する。

（２）方法 構成保険者別負担金（当初）の算出に用いた被保険者数（被扶養者含む）で按分する。

資料３

1,918,000円
× ÷

負担金（案） 構成保険者被保険者数
（被扶養者含む）

全保険者の被保険者数
（被扶養者含む）

（３）令和６年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（案）について

－
３繰越金（見込）

＝
負担金（案）

2,115,000円 197,000円 1,918,000円

歳入合計

石川県国民健康保険 194,010 410,498

全国健康保険協会石川支部

構成保険者名
被保険者数

（被扶養者含む）
令和５年１１月末現在

負担金（案）

人 円

石川県後期高齢者医療広域連合 189,248 400,422

合計 906,488 1,918,000

健康保険組合連合会石川連合会 36,595 77,430

共済組合保険 62,596 132,444

424,039 897,206

（注）資料２　２ページ「令和６年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）」の歳入合計より
　　　３繰越金を除いた額

（注）負担金（案）については当該年度の前年度の１１月末現在の被保険者数（被扶養者含む）によ
　　　り按分し算出する。

1



国民健康保険保険者別負担金（案）

加賀市 11,885 25,233

負担金（案）

金沢市 76,222 161,829

七尾市 9,446 20,055

保険者名
被保険者数

（被扶養者含む）
令和５年１１月末現在

人 円

輪島市 5,911 12,550

珠洲市 2,939 6,240

小松市 16,448 34,921

白山市 18,141 38,516

能美市 7,949 16,877

羽咋市 3,919 8,320

かほく市 5,485 11,645

1,773

合計 193,346 410,498

能登町 3,487 7,403

医師国保 2,190 4,650

津幡町

中能登町 2,981 6,329

穴水町 1,623 3,446

志賀町 3,802 8,072

宝達志水町 2,267 4,813

5,748 12,204

内灘町 4,355 9,246

野々市市 7,713 16,376

川北町 835

2



資料４ 

（４）令和６年度作業部会への付託事項（案）について 

 

① 特定健診受診等啓発ポスター作成について（資料４－１）  

特定健診受診啓発という目的は継続し、新たなテーマの検討 

※特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発事業として 

国庫補助を申請しているため。 

 

≪参考≫ 

平成２７年度から令和３年度まで北陸新幹線と男性をモチーフに作成 

令和４年度はこれまでの図柄を全面的に変更。 

ポスターの背景に全保険者のキャラクターまたは市町の章、社章を並べる 

 

② 重症化予防による生活習慣病対策推進事業について（資料４－２） 

保険者の選定方法、事業の実施内容 
 

≪参考≫保険者の選定方法 

これまで申し込みのあった各医療圏から１保険者ずつ選定すること

とし、実施していない保険者を優先した。 

平成２７・２８年度：北陸鉄道健康保険組合 

平成２９年度：小松市、内灘町、志賀町 

平成３０年度：羽咋市、能美市、宝達志水町 

令和 元 年度：小松市、野々市市、津幡町、宝達志水町 

令和 ２ 年度：珠洲市、白山市、能美市、内灘町 

令和 ３ 年度：北陸鉄道健康保険組合、能美市 

令和 ４ 年度：能美市、津幡町、志賀町 

令和 ５ 年度：小松市、能美市、中能登町 

 

※令和元年度及び令和２年度については講師の了解のも

と申し込みがあった４保険者について事業を実施した。 

 

③ 石川県内における健診データ等の分析について（資料４－３） 

○把握、提供可能なデータ、データ収集時期の検討 

    ○データの精度を上げる（医療費情報の疾病分類について） 

【継続】 

【継続】 

【継続】 



令和６年度特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発（案） 

特定健診受診啓発ポスター作成及び掲示について 

１ 目 的 

特定健診をより多くの方々に関心を持っていただき、特に生活習慣病医療によって現在

も医療機関へ受診されている方々に対し健診の必要性を理解していただくためポスター

を作成し、健診の受診率等の更なる向上を図る。 

２ 仕様等 

（１）サイズ：Ａ２ 

（２）配布時期：５月 

（３）作成枚数：１，３５０枚 

（４）予算  ：９６，８００円（税込） 

（５）配布先 ：「令和６年度ポスター配布予定一覧（案）」参照 

３ コンセプト 

①健診の受診率等の更なる向上を図るとともに、健康づくりに関心をもってもらう 

②糖尿病、高血圧等で治療の方も健診の対象であることを理解してもらう 

４ 図 柄 

ポスターの背景に全保険者のキャラクターまたは市町の章、社章を並べる 

令和６年度ポスター配付先一覧（案） 

部 数 備　考

健康保険組合連合会石川連合会等 16
健保連石川連合会　5部（予備含）
健康保険組合　11組合×1部

全国健康保険協会石川支部 20 要求部数に応じ配布

共済組合保険 12 4組合×3部

石川県内市町国保 57 19市町国保×3部 

石川県医師国保組合 3

石川県後期高齢者医療広域連合 3

石川県健康福祉部健康推進課 3

石川県医師会 280
郡市医師会（金沢市医師会除く）
252機関＋予備28

金沢市医師会 210 金沢市内医療機関　190機関＋予備20

石川県薬剤師会 500

加賀支部　　 31機関
小松・能美支部 68機関
白山・ののいち支部　70機関
金沢支部　　 205機関
河北支部　　 28機関
羽咋支部　　 14機関
七尾・鹿島支部 27機関
能登北部支部 21機関
※上記8支部に予備各2部

本部予備20

石川県商工会連合会 21

石川県スーパーマーケット連絡協議会 103 13社（加盟店舗）

石川県公衆浴場業生活衛生同業組合 40 38社（加盟店舗）

その他（国保連合会内掲示） 4

1,272

78

1,350総数

配布先

配付枚数計

予備

1
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金沢市 七尾市

川北町

小松市
カブッキー

白山市
ゆきママとしずくちゃん

かほく市
にゃんたろう

津幡町
よしなかくん

内灘町
ウッチーとナディ 志賀町

西能登あかり

中能登町
おりひめ

穴水町 能登町
のっとりん

宝達志水町
ほっぴーさん

能美市
ひぽ能ん、ぽぽ能ん、ゆず美ん 野々市市

のっティ

羽咋市

輪島市
カモっぴ

珠洲市
みつけたろう

加賀市
健診カモンくん

石川県
医師国民健康
保険組合

公立学校
共済組合
石川支部

警察
共済組合
石川県支部

石川県
市町村職員
共済組合

地方職員
共済組合
石川県支部

石川県
後期高齢者医療
広域連合

全国健康保険協会 石川支部

糖
尿
病・高
血
圧
等
で
治
療
中
の
方
も

特
定
健
診・後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

石川県保険者協議会
保険者協議会は、健保組合、協会けんぽ、共済組合、市町村国保、国保組合、後期高齢者医療広域連合が連携・協力し、

生活習慣病予防のための保健事業を効果的に実施することを目的に設置されました。

けんしんくん
石川県
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重症化予防による生活習慣病対策推進事業実施要領（案） 

１ 目 的 

標準的な健診・保健指導プログラムでは、対象者が健診結果に基づき、自ら

の健康状態を認識した上で、代謝等の身体のメカニズムと生活習慣（食習慣や

運動習慣等）との関係を理解し、生活習慣の改善を自らが選択し、行動変容に

結びつけられるようにすることが求められております。 

また、自覚症状のない生活習慣病は自己管理が重要で、自己管理のためには、

住民自身が自分の身体を客観的なデータで知っていることが大事だと認識し、健

診が住民自身のものになることが大切です。 

これらのことが実現できれば、生活習慣病の発症予防、重症化予防にもつなが

ることとなります。 

このことを踏まえ、効果的な個別指導が推進できる人材を育成し、将来的な医

療費の伸びの適正化に資することを目的とします。 

２ 実施主体 

実施を希望する保険者、石川県保険者協議会 

３ 事業内容 

実施を希望する保険者（３保険者程度）において以下を実施 

実施希望保険者の保健師、管理栄養士等が実施する保健指導の現場に指導

者が同行し効果的な保健指導について学ぶ。 

（１）保健指導前の健診結果読み取り学習会

（２）対象者への保健指導（担当者と講師と随行１名可）

（３）保健指導後学習会 保健指導後の感想と事例学習

※（１）及び（３）については、他保険者も場合により参加可 

４ 経 費 

この事業に係る経費の国庫補助金を除く経費は、各医療保険者が応分の負担

をする。 

５ 実施時期 令和６年１１月 

【参考】これまでの実績 

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

北陸鉄道

南加賀 小松市 能美市 小松市 能美市 能美市 能美市 小松市

能美市

石川中央 内灘町 野々市市 白山市 津幡町

津幡町 内灘町

能登中部 志賀町 宝達志水町 宝達志水町 珠洲市 志賀町 中能登町

能登北部 羽咋市

11/13～15 9/19～21 7/9～11 10/20～22 11/17､18
11/10、29､

30
10/10､11､

11/8

実
施
保
険
者

二
次
医
療
圏

実施時期

被用者保険者
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（事例検討会出席者） 

今回の学習会を機に自分の保健指導の傾向を見直す貴重な機会とな

った。健診データがバラバラになりがちで、パターン化した読み取り

になっていたことを振り返り、「読み取った知識を伝えないと！」とい

う気持ちが先走っている傾向にあることも改めて反省した。

「身体の中で起こっていることは全部繋がっている」という代謝の視

点で読み取ること、住民の事例で勉強をさせてもらえたことへの感謝

を伝えること、他にも多くの学びがあり、色々な学習会で講師の話を

お聞きする度に保健指導って住民とのキャッチボールで、住民自身が

気づいて自己選択するという流れが本当に興味深く、楽しくイメージ

できている。そして講師に同行した職員からは「気づきの中から住民

さんが目標設定していた！」「講師の保健指導は会話でした！」「住民

さんから自分の身体を守ろうという意識が生まれていた！」と生の声

を聞け、机上の学習では経験ができない貴重な気づきだった。 

（保健指導同行者）

訪問に同行させていただいて一番驚いたことは、住民の方が自分自

身の体に興味を持ち、体の仕組みを理解することで自ら目標を立てて

行動しようとすることだった。

自分自身の指導を振り返ると、健診結果の中で改善してほしい項目

や生活習慣を伝えてこちらから目標を設定し、行動を強要するような

上から目線の指導だったと感じた。

これからはどう改善してもらうかではなく、どのように伝えると自

分の身体状態を理解してもらえるかという視点で指導に取り組んでい

きたいと思う。

市町国保 A 

（事例検討会出席者）

今回の学習会に参加し、指導をする際に一連の流れに沿って説明を

することでイメージもしやすくどう改善していくべきなのか対象者自

身が気づきやすいと学ぶことができた。行動変容をするかは対象者自

身に任せ、私達は情報提供とアドバイスを行い行動へ繋がるよう促す

ことが役割であり、そのためにも対象者にとって聞きたい情報に答え

るべく、身体・薬・食事等深く学習する必要であると再認識しました。 
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（事例検討会出席者） 
事前の読み取りは、健診項目からメカニズムを考

えるだけではなく、なぜそうなったのかという背景

も考慮すべきことを学んだ。また、過去の健診デー

タにその人の目標値があるということもおっしゃっ

ていたため、昨年のデータだけでなく数年前はどう

だったか、10 年前はどうだったかということまで遡

って比較することが大事だと感じた。 
自分ならどう指導するかと考えた時に、まずは血

糖コントロールと体重にポイントを絞るだろうと考

えていたが、講師はその先の腎臓から入る、という

考えをお持ちだったため「なるほどな」と思い、内

容に関しても納得できるものであったため非常に参

考になった。 
前職の臨床現場での栄養・食事指導の経験の影響

で、どうしてもメカニズムは簡潔終え、すぐに食事

や栄養についての説明をすることが定着してしまっ

ていることが私の課題だと考える。やはりからだの

メカニズムを丁寧に説明することで住民の理解に繋

がり、「変わろう」という意識の変化・選択へと導

くことができるのだと学んだため、時間はかかりそ

うだが傷病者が対象の「栄養・食事指導」のやり方

から地域住民が対象の「保健指導」のやり方に自分

の意識や技法を変えられるよう努めていきたい。 

（保健指導同行者） 

講師が実際に保健指導される様子をリアルタイムで聞き、住民の方の声にも耳を傾けつつ、保健指導の目的は抑えられるように本題に入っていったのが印

象的だった。また、栄養士と保健師の役割について区別しつつも、食の指導をする技術が必要だと感じた。現実的に生活で何が改善できるかということも数

字で伝えられるととても分かりやすいと思ったので、代謝や疾患のメカニズムに加え、効果的な食事療法と運動療法を紹介できるようになりたいと思った。 
指導後の振り返りの場では、糖の消費の流れについて私たちの素朴な疑問に分かりやすく答えながら説明して頂き、腑に落ちるように学べたことが嬉しか

った。どんな些細な質問に対しても分かりやすく答えて頂けたことが本当にありがたかった。 
今後も、住民の方に問題意識と解決意識を持つようなきっかけ作りができるような保健指導を目指して学習を続けていきたいと思う。 

市町国保 B 
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市町国保 C 

（保健指導同行者） 
何年も保健指導をしている対象者であったため、基本的なこと

は伝わっているものと考えて指導していたが、講師の保健指導を

見聞きして対象者の反応を見た時、伝わっていないことの方が多

かったのだなと思った。 

また、資料を使って説明するだけでなく、白い紙に説明したこと

を記入していたので、この方法だと指導された対象者も、あとで見

返すことができてとてもよいと思った。 

今後、指導する際は、ポイントだけでも記入して残してくる方法

（自分の分、記録は写真を撮る）もよいと思い、自分でも気を付け

ているが、指導というスタンスではなく、聞いてアドバイスするス

タンスで話をしていたので、自分でも続けていきたい。 

学習会等で学んだ新しい知識を伝えることも大事だと感じたの

で、学習会等へも積極的に参加したい。 

（保健指導同行者） 
講師の保健指導をみて、「ポイントを絞って伝える」「住民の反応

をみて、伝え方を変える」ことが重要だと改めて分かりました。住

民の発言や表情をみて、「ここまで大丈夫ですか？わからないこと

はなかったですか？」とクッションを挟むことで、住民のペースや

個別性に寄り添った保健指導につながると感じた。 

また、講師は必ず、「大丈夫ですよ」と希望がある声かけ、保健

指導を実践されていると分かり、「保健指導を受ける＝いやなこと

を言われる」というイメージを少しでも変えていくことができれ

ばと思う。 
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令和５年度石川県保険者協議会（第３回） 
協議事項に係る意見書の報告について 

 
協議事項 

（１）令和５年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（精算案）について 
     承認（全員） 
（２）令和６年度石川県保険者協議会歳入歳出予算（案）について 
     承認（全員） 
（３）令和６年度石川県保険者協議会事業費の応分の負担（案）について 
     承認（全員） 
（４）令和６年度作業部会への付託事項（案）について 
     承認（全員） 
 

協議事項に係るご意見等 
令和６年度作業部会への付託事項（案）について 
１ 特定健診受診等啓発ポスター作成について 

（１）ご意見 

ポスター下部に、次の文面を追加したい。 

『医療機関等において、「健診項目に相当する検査等（定期・不定期で 

も可）」を受けている場合は、その検査データを「みなし健診」として 

活用できる場合があり、保険者インセンティブの成果指標である健診 

受診率にも繋がるため、ご加入の医療保険者や、健診実施市町等にお問 

合せください。』 

（石川県後期高齢者医療広域連合 小﨑委員） 

（２）ご意見への対応 

 いただいたご意見を踏まえ具体的な内容については、作業部会にお 

いて協議させていただきたい。 

 
 ２ 重症化予防による生活習慣病対策推進事業について 

（１）ご意見 

「高齢者の保健事業と介護予防（等）の一体的実施事業」の実施市町に 
対する効果的な事業展開等に係る指導等をお願いしたい。 

（石川県後期高齢者医療広域連合 小﨑委員） 

（２）ご意見への対応 
 保険者の選定方法や事業の実施内容については、作業部会等におい 

て協議させていただきたい。 
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 ３ 石川県内における健診データ等の分析について 

（１）ご意見 

貴会のご尽力により、被保険者一人当たりの所要保険料及び、１人当た 

り医療費等の実態が詳らかとなり、その結果、後期高齢者医療保険者及び 

若人の医療保険者における「介入支援による重症化等予防ができる生活 

習慣病等」に取り組むことが重要であることがみえる化されて共通認識 

となったことは、非常に喜ばしいことであり、今後ともお願いしたい。 

（石川県後期高齢者医療広域連合 小﨑委員） 

（２）ご意見への対応 
今後も、健診データ等の収集について各構成保険者のご協力いただき 

実施していきたい。 

データの分析等については、作業部会で分析の内容等についてご協議 
いただくこととしたい。 

 
 ４ その他 

○若人の医療保険者皆様への改めての依頼 
将来、当広域連合の被保険者となる方へ「必要な生活習慣病等の改善や 

心身の機能低下に係る抑制等」に関する積極的な介入支援（健診、生活習 
慣病の発症・重症化予防、ロコモティブシンドロームの予防・歯周病検診 
等）は、記憶力・覚えること、記銘力・新しい能力を身に付けること、意 
欲や関心・体力等の低下が顕著となる後期高齢者に、「記憶・努力・継続」 
が必要とされる「生活習慣等の改善や筋力の維持等のための運動等の取 
組」の（継続）実践等は非常に難く、遅くとも前期高齢者までには体験頂 
き、自己健康管理の必要性等への理解がある状態で、後期高齢者医療保険 
に加入頂きたいと切望しており、協議会メンバーである医療保険者の皆 
様の今後の取組とその活躍に期待したい。その結果、後期高齢者医療保険 
への支援金の減額等に繋がることを非常に期待している。よろしくお願 
いしたい。 

（石川県後期高齢者医療広域連合 小﨑委員） 
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